
  
イエット  ゲート  エス ウム  ディ  ヴルスト！ 

『Jetzt geht es um die Wurst!』 

（これからがソーセージだ！👉これからが「正念場」だ！） 

ドイツ人が大好きなソーセージのことわざです。 

日本にも「花より団子」「餅は餅屋」など食べ物のことわざがたくさんありますね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（期間：１０月１日～３０日まで） 

古典クイズ・英語クイズ・歴史クイズ・数学クイズ・ 

有名な小説まちがい探しなどたくさんのクイズシートを用意して 

お待ちしています。 

希望者は図書室のカウンターで声をかけて 

ください。クイズシートをお渡しします！ 

図書館の本を使って調べることもできます。 

受験にも役立つかも！？ 

 

 

 

 

☆ 回答済のクイズシート１枚ごとに、しおり・1冊プラス券・２冊プラス券など交換します！ 
 

宇都宮市立旭中学校 

令和６年 10月号 

 
図図書書館館だだよよりり 

「日本を今一度 

せんたくいたし申候。」 

ｂy 坂本龍馬 

「真面目とはね，君， 

真剣勝負の意味だ

よ。」ｂｙ夏目漱石 

「おばあちゃんは 

猫でテーブルを 

拭きながら言った」  

金井真紀 岩波書店 

『世界を知ろう！』アンケート結果の発表です！ 
 
 ☆Happy Book Chance１☆ 

給食＆図書委員会コラボ給食の本

を見つけよう＆借りよう！ 

10/21（月）イタリア（4位） 

10/23（水）アメリカ（2位） 

10/28（月）韓国  （1位）  
学校図書館に当日放送する世界の国クイズの

答があります！ぜひ確かめにきてください！ 

特設コーナーの本を借りてくれた方には特製しおり

やプラス１冊・２冊券などプレゼント！ 

学力アップ！？図書館クイズに挑戦！☆Happy Book Chance２☆ 



 

 

 
                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図書委員さんのイチオシ本！＞ 
Q. あなたが友達におすすめした本は？ で 1位と２位だった本です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すべて学校図書館で予約できます。予約フォーム利用・学校図書館で申込、どちらからでもどうぞ！ 

         『１２歳から始めるあがらない技術』鳥谷朝代 著 秀和システム 

        【本番に強くなる】【人前で緊張しない】が現実に！ 

一度きりの本番。そのときに手や声が震えたり，身体が固まったり頭が真っ

白になってしまう前に。驚くほど簡単にあがらなくなる技術を，この本を読

んで知っておきましょう！本番前にぐっすり眠る方法も書いてあります。 

！ 

 

 

 

今ではアナウンサーや芸人といったプロから、小学生のお子さんにまで、 

あがりの改善法を教える講師の著者ですが、じつは元々あがり症でした。 

中学 1年であがりを自覚して以来、なんと 17年もあがりに苦しんできたのです。 

 

そんな自身を改善させた方法や、 

これまで 7万人の生徒さんを救った魔法のような技法を、 

本書の中でわかりやすく紹介します! 

 

【誰もがすぐに使えて効果絶大】 

 

この本は、一生に一度の中学受験から、大事な発表会、いつもの授業まで… 

業界初、小学生でも読めて親世代にも効くあがり症対策の本です。 

 

『家族だから愛したんじゃなくて、愛したのが家族だった＋かきたし』 

岸田奈美 著 小学館文庫 

         作家・岸田奈美さんが自身の家族について綴ったエッセイです。 

父の突然の死，母は車いすユーザーになり，弟はダウン症，祖母はもの  

わすれの症状が？！なぜか日々おもしろいことが起きてしまう作家と家族

のどれも情報過多な出来事を，リズミカルな文章でユーモアたっぷりに描

いていきます。笑いと涙と，大きな救いがここにありました。おすすめ！ 

 

『ゴリラ裁判の日』 須藤古都離 著 秀和システム  

カメルーン生まれのニシローランドゴリラ，名前はローズ。ローズは人間

に匹敵する知能を持ち、言葉を理解します。手話を使って人間と「会話」               

まで！ある日ゴリラの檻へ落ちてしまった４歳の人間の男の子を助けるた

めに，ローズの夫は銃で撃たれてしまいました。人間の命を救うためには

ゴリラは殺してもいいの？ローズは夫のために，自分のために，人間に対

して裁判で闘いを挑みます。最後まではらはらする裁判の行方に注目です。 

            

『きみの膵臓を食べたい』 住野よる 著 双葉社 

ある日、高校生の僕は病院で一冊の文庫本を拾います。 

「共病文庫」と書かれたそれはクラスメイトの山内桜良が綴る 

秘密の日記帳でした。そこには、彼女の余命が膵臓の病気に 

もういくばくもないと書かれていて―。恋愛ではない彼と彼女の 

ベストセラー青春小説，２回目のかたは英語版にチャレンジ！ 

! 

『読書が苦手だった司書が教える 

 世界一かんたんな図書館の使い方』 

つのだ由美こ 著 秀和システム 刊 

☆ピンチをチャンスに！チャンスを成功に！ 

図書館は人生を変えるパワースポット？！ 


